
 
 
 

 
 
 

 
 
 

森林経営 植生の回復 放牧地 

 デンマーク  カナダ   ポルトガル  スペイン 

「耕さない農業」や「肥料の使用量削減」
などで二酸化炭素排出を削減します。 

農林業の温室効果ガス削減活動 

農地の管理 

 
 
 

農業生産力の向上 
のための「土づくり」 

農地の管理により、土壌に 
有機質の炭素を蓄積させる
地球温暖化対策を目指す。  

 
 
 

「道立中央農試(2006)：北海道耕地土壌の理化学性の実態・変化の方向とその対応」 

畑土壌の炭素量の変化 
（北海道の約1600地点の調査例） 

全国の畑で炭素が1.7%減るとCO2排出量は年に 
 1,600万ｔ、農林水産業の排出量の40％相当。 
（現在は、土壌の炭素減少分を排出として算定していない。） 

1.7％減少 
（１/3がCO2

で排出） 

 
 
 

表面混和 
（分解しにくい水田条件） 

（前田ら，1987） 

土の深くに埋設 
(深さ30～50cm） 

(本研究：北川ら，2009) 
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土の深くに埋設すると地表より炭素の分解が少ない。 

同
じ 

土の深くに有機物を埋める土層改良 
堆肥などを深さ30～60cmの溝に埋設 

方法１「有材心土改良耕」 

本工事の目的は、土壌の改良による高品質農作物の安定生産の実現です。 

14年経過 

入れた直後 

 農地の下層土に埋設した有機物（バーク
堆肥）の炭素は、10年後も半分以上の61％
が、18年後も41％が、分解されずに蓄えられ
ていた。そのため、炭素貯留機能を見込むこ
とが可能と考えられた。 

 
 
 

｢一度に多くの 
炭素を蓄える 
ことができる。｣ 森林経営 植生回復 放牧地 

農地の管理 

0.15～1.9 
t-CO2/ha/年 

0.11～0.81 
t-CO2/ha/年 

0.1～0.7 t-CO2/ha/年 

例えば永年牧草で 
1.7～3.0 t-CO2/ha/年 

不耕起や部分・省略的 
耕起による農業 

作物残渣等の継続的投入 

0.2～0.7 t-CO2/ha/年 

本調査の検討事例 

CO2貯留量は、 
43 t-CO2/ha/10年 注)Wageningen UR (2008):Review of existing information on the 

interrelations between soil and climate change.や実測による。 

土層改良で農地下層土に
バーク堆肥を埋設する方法 

5.農地の下層土に有機物を埋設する土層改良 

8.農地等の二酸化炭素貯留可能量の比較例 

方法2「ｶﾃｨﾝｸﾞｿｲﾗー工法」 

１．背景・目的 3.現 状 

4.改善策 

(横井 ･北川ら，2001) (北川ら，2009) 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農地の管理 

2.日本が目指す対策 

など  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

6.埋設有機物の炭素量の長期変動 

 本推定式による1年と2年の実測値を用いた20年後の有機物炭素残存率の予測
では、18年までの複数の実測値による回帰値と差がなく、十分に評価できる。 

 
 
 

7.短期データによる炭素残存率の長期変動の推定法 

バーク堆肥 

バーク堆肥 

バーク 
堆肥 

バーク 
堆肥 

バーク 
堆肥 

「下層土に埋設したC/N比の高い有機
物の炭素残存率の推定式」 
 
 

yt = abt + cdt + fgt ･･･式 
 

 

注1) ytは有機物炭素残存率、t は経過年数。 
 

注2)投入量と比較した異なる2年分の炭素残
存率の実測値とその年数をそれぞれ推定式
に代入して方程式を解き、a，c，f の係数を
決める。a +c +f =1とする。各項の係数は分
解性の異なる有機物の成分が炭素残存に
関与する程度を示す。なお、b=0.01，
d=0.63，g=0.955を用いている。これは各成
分項目の年残存率で、半減期0.15，1.5，15

年に相当する値として使用している。 
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土層改良で埋設する堆肥の炭素量の評価法 
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